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詞林　第54号　2013年10月

一　

法
印
珍
誉
と
そ
の
家
集

　

法
印
珍
誉
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
そ
の
名
が
見
え
る
宿
曜
師
で
、
歌
人

と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
続
群
書
類
従
に
「
珍

誉
法
印
和
歌
」
と
し
て
纏
ま
っ
た
家
集
が
収
め
ら
れ
た
た
め
、
早
く
よ

り
そ
の
経
歴
や
事
跡
を
め
ぐ
っ
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
人
物
の
一

人
で
あ
る
。
そ
の
世
系
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
に
よ
る
基
礎
的
検
討

の
後（

１
）、
兼
築
信
行
に
よ
っ
て
、
平
教
成
・
基
綱
・
家
能
な
ど
の
遠
祖
か

ら
、
珍
也
・
珍
賀
・
珍
耀
と
い
っ
た
珍
誉
の
父
祖
世
代
以
降
の
宿
曜
師

歴
代
の
活
動
が
辿
ら
れ
、
珍
誉
自
身
に
つ
い
て
も
『
吾
妻
鏡
』
の
関
連

記
事
を
集
成
し
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
で
鎌
倉
幕
府
と
の
関
係
（
幕
府
の

祈
祷
を
行
っ
て
い
る
）
を
含
む
閲
歴
が
一
覧
さ
れ
て
い
る（

２
）（

ま
た
、
宿
曜

道
研
究
の
側
面
か
ら
山
下
克
明
、
戸
田
雄
介
に
よ
る
検
討
が
あ
る（
３
））。

　

そ
の
家
集
で
あ
る
『
法
印
珍
誉
集
』（
珍
誉
法
師
愚
詠
）
に
つ
い
て
も
、

同
じ
く
兼
築
信
行
に
よ
り
関
連
資
料
が
博
捜
さ
れ
て
お
り
、
全
二
十
五

首
か
ら
な
る
掌
編
の
家
集
の
現
存
伝
本
四
本
（
次
掲
①
〜
④
）
は
い
ず

れ
も
同
系
統
で
あ
り
、
附
さ
れ
た
奥
書
の
記
述
な
ど
よ
り
、「
慈
鎮
」

を
伝
称
筆
者
と
す
る
古
写
本
を
祖
本
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

①
島
原
市
立
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本
『
法
印
珍
誉
愚
詠
』（
一
三
五
―

五
〇
） 

〔
江
戸
前
期
〕
写　

一
冊

②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
法
印
珍
誉
愚
詠
』（
一
五
五
―

七
六
）

〔
江
戸
前
期
〕
写　

一
冊

　

③
続
群
書
類
従
（
巻
四
四
四
）「
珍
誉
法
印
和
歌
」

〔
江
戸
後
期
〕
写　

一
冊（

４
）

④
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
本
『
法

印
珍
誉
愚
詠
』（
ｃ
三
二
） 

〔
江
戸
後
期
〕
写　

一
冊（

５
） 

　

加
え
て
、
現
存
本
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
伝
慈
鎮
筆
高
瀬
切
と
称

さ
れ
る
古
写
断
簡
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
は
そ
の
親
本
と
し
て
高
松
宮

伝
来
の
古
筆
手
鑑（

６
）に
押
さ
れ
る
委
細
未
詳
と
さ
れ
た
家
集
断
簡
（
伝
藤

原
家
隆
筆
、〔
鎌
倉
中
期
〕
写
）
が
見
出
さ
れ
、
高
瀬
切
三
点
（
写
真
に
よ

る
確
認
を
含
む
）
と
伝
藤
原
家
隆
筆
家
集
切
四
点
（
同
）
を
集
成
し
た
上

で
、
そ
の
資
料
的
意
義
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
て
い
る（

７
）。

高
瀬
切
追
考

―
―
伝
慈
鎮
筆
『
法
印
珍
誉
集
』
と
そ
の
本
文
―
―　

　
　
　
　
　
　

海
野　

圭
介
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二　
『
法
印
珍
誉
集
』
と
高
瀬
切

　
『
法
印
珍
誉
集
』
の
伝
本
の
う
ち
、
前
掲
の
①
島
原
市
立
図
書
館
蔵

松
平
文
庫
本
『
法
印
珍
誉
愚
詠
』（
一
三
五
―

五
〇
）
の
巻
尾
に
は
、「
這

集
以
慈
鎮
和
尚
真
跡
不
違
一
字
令
書
写
即
座
校
合
了
」
の
奥
書
が
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
③
続
群
書
類
従
（
巻
四
四
四
）「
珍
誉
法
印
和
歌
」

の
末
尾
（
④
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
本
『
法

印
珍
誉
愚
詠
』
に
も
）
に
も
「
本
書
慈
鎮
和
尚
筆
、
右
鹿
島
貞
吉
本
書

写
文
化
六
己
巳
春
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
慈
鎮
和
尚
真
跡
」（
あ
る

い
は
「
筆
」）
本
に
よ
る
転
写
と
さ
れ
て
い
る
。

　

①
③
④
が
基
づ
く
と
す
る
（
②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
は
奥
書
が
記
さ

れ
な
い
が
本
文
の
状
態
か
ら
他
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）

「
慈
鎮
」
を
伝
称
筆
者
と
す
る
一
本
と
は
、
兼
築
信
行
に
よ
り
紹
介
さ

れ
た
高
瀬
切
と
称
さ
れ
伝
わ
る
古
写
断
簡
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が（

８
）、
現
行
の
高
瀬
切
は
、
慈
鎮
筆
と
し
て
伝
来
し
た
巻
子
一
軸

を
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
分
割
し
た
も
の
で
、
そ
の
由
来
に
つ

い
て
は
、
裁
断
に
関
わ
っ
た
古
筆
本
家
十
三
代
・
古
筆
了
信
に
よ
っ
て

次
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
切
は
も
と
、
京
都
の
名
家
角
倉
家
に
伝
来
し
た
巻
物
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
昭
和
十
三
年
に
数
寄
者
が
集
つ
て
十
葉
に
分
割
し
た
。

そ
の
際
請
は
れ
て
角
倉
家
が
高
瀬
川
を
開
鑿
し
た
縁
故
に
因
ん
で

斯
く
は
高
瀬
切
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
仏
教
に
因
み
あ
る
悟
り

の
歌
が
多
い（

９
）。

　

こ
の
了
信
の
言
通
り
に
、
巻
子
の
状
態
で
伝
来
し
て
い
た
時
点
で
の

高
瀬
切
原
巻
一
軸
の
書
影
が
、『
野
崎
木
村
両
家
所
蔵
品
入
札
目
録
』（
東

京
美
術
倶
楽
部 

一
九
三
五
）
に
「
二
一
一 

慈
鎮
和
歌
巻
物
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
る
こ
と
が
、
久
保
木
秀
夫
か
ら
情
報
を
得
た
兼
築
信
行
に
よ
り

確
認
さ
れ
て
い
る）

10
（

。

三　

高
瀬
切
巻
頭
・
巻
軸
と
極
札

　

古
筆
了
信
に
よ
っ
て
十
葉
に
分
割
さ
れ
た
と
い
う
高
瀬
切
は
、
従
来

次
に
示
す
ｂ
の
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
た
が）

11
（

、
こ
の
度
、
新
た
に
ａ
、
ｃ

の
二
点
の
伝
存
の
確
認
が
で
き
た
。

　
　
ａ 

個
人
蔵
（
春
部
四
首
〔
巻
首
〕）　

一
軸　
（
後
掲
図
１
）

　
　

ｂ 

兼
築
信
行
蔵
（
秋
部
六
首
）　　

 

一
軸

　
　
ｃ 

個
人
蔵
（
雑
部
一
首
〔
巻
軸
〕）　

一
枚　
（
後
掲
図
２
）

　
ａ
は
「
法
印
珍
誉
愚
詠
」
の
端
作
を
含
む
巻
首
部
分
の
四
首
で
、
春

部
の
全
歌
に
あ
た
る
。
現
在
の
装
丁
は
、
一
文
字
に
古
織
の
竹
屋
町
、

中
回
し
に
金
襴
を
用
い
た
三
段
装
。
本
紙
は
二
十
八
・
一
×
四
十
四
・

五
糎
。
紙
質
は
楮
紙
。
巻
子
の
状
態
で
伝
来
し
た
時
点
で
相
当
の
巻
皺

が
刻
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
表
具
に
際
し
無
数
の
折
れ
伏
せ
が
施
さ

れ
て
お
り
、
現
状
で
は
元
来
の
料
紙
の
状
態
（
紙
面
の
状
態
や
疲
労
の
度

合
い
な
ど
）
が
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。
二
重
箱
入

り
（
箱
表
に
は
何
も
記
さ
れ
な
い
）。
古
筆
了
信
の
極
札
と
と
も
に
古
筆

了
雪
（
一
六
一
二
―

七
五
）
の
次
の
様
に
記
す
極
札
を
附
属
す
る
。

「
慈
鎮
和
尚 
法
印
珍
誉
愚
詠
一
巻

さ
と
ゝ
を
く　
　

 

（
印
）」（
了
雪
札
・
表
）（
蓋
表
に
貼
付
ら
れ
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る
た
め
裏
面
未
詳
）

「
慈
鎮
和
尚 

春
部 

桜
之
哥
四
首

さ
と
ゝ
を
く　
　 

琴
山 

」（
了
信
札
・
表
）

「
名
葉 
高
瀬
切 

法
印
珍
誉
詠
哥
巻
物
切

角
倉
之
旧
蔵
品　
　

河
の
切
跡
に
ち
な
み
て 

己
卯
一
廿
八 

了
信 

」

（
同
・
裏
）

　

了
雪
の
札
に
は
「
慈
鎮
和
尚
法
印
珍
誉
愚
詠
一
巻
」
と
記
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
極
は
巻
子
と
し
て
伝
来
し
て
い
た
裁
断
前
の
高
瀬
切
原

巻
の
時
点
で
附
さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
、
分
割
に
あ
た
り
巻
首
部
分
の

ａ
に
附
属
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
極
札
の
出
現
に
よ
り
、
従
来

疑
問
と
さ
れ
て
い
た
「
慈
鎮
」
筆
と
の
伝
称）

12
（

は
、
少
な
く
と
も
了
雪
の

時
代
（
江
戸
前
期
）
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
と
な
る
（
従
っ
て
、
前
述
の
現
存
伝
本
①
③
④
の
奥
書
に
見
え
る
「
慈
鎮
」

の
伝
称
は
こ
の
極
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
）。

　
ｃ
は
、
巻
軸
の
一
首
で
雲
母
引
の
台
紙
貼
り
。
極
札
は
附
属
し
な
い

が
、「
慈
鎮
和
尚　

高
瀬
切
／
宿
曜
の
／
よ
ゝ
を
へ
て
」
と
記
す
包
紙

を
附
属
す
る
。
本
紙
は
、
二
十
八
・
一
×
九
・
二
糎
。
紙
質
は
楮
紙
。

ｃ
は
ａ
に
比
べ
る
と
若
干
色
目
の
濃
く
見
え
る
茶
褐
色
の
紙
色
を
示
す

が
、
こ
れ
は
ａ
が
表
具
の
際
に
洗
わ
れ
た
た
め
の
差
異
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ａ
、
ｃ
の
料
紙
を
突
き
合
わ
せ
る
と
、
ａ
の
料
紙
は
光
沢
が
あ
り
幾

分
硬
質
な
印
象
を
受
け
る
の
に
対
し
、
ｃ
は
毛
羽
立
ち
の
目
立
つ
、
打

紙
加
工
の
あ
ま
い
楮
紙
の
紙
質
を
示
し
て
い
る
。
両
者
の
印
象
は
相
当

に
異
な
る
が
、
こ
の
相
違
は
ａ
の
料
紙
が
表
具
の
際
に
整
え
ら
れ
た
た

め
に
、
紙
質
の
印
象
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
（
そ

の
た
め
、
当
該
資
料
自
体
が
近
年
の
転
写
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
）。
現
在

知
ら
れ
る
高
瀬
切
断
簡
は
、
そ
の
何
れ
に
も
筆
線
に
墨
の
滲
み
が
見
て

取
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
来
は
ｃ
が
示
す
よ
う
な
表
面
加
工
の
充
分
で
は

な
い
料
紙
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
表
具
が
施

さ
れ
て
い
な
い
ｃ
の
存
在
は
、
高
瀬
切
の
料
紙
の
状
態
を
観
察
す
る
上

で
貴
重
で
あ
る
と
言
え
る
。

四　

伝
藤
原
家
隆
筆
家
集
切
と
高
瀬
切

　

高
瀬
切
は
、
高
松
宮
伝
来
の
古
筆
手
鑑
に
押
さ
れ
た
伝
藤
原
家
隆
筆

家
集
切）

13
（

に
基
づ
く
転
写
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
新
た
な
資
料
の
出
現
し

た
現
時
点
で
も
、
そ
れ
は
首
肯
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の

関
係
に
つ
い
て
は
依
然
詳
ら
か
で
は
な
い
部
分
も
残
さ
れ
て
い
る
。
各

資
料
を
披
見
し
現
時
点
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
聊
か
注
記
し

て
、
今
後
の
検
討
に
備
え
た
い
。

　

伝
藤
原
家
隆
筆
家
集
切
と
高
瀬
切
と
の
関
係
を
考
え
る
際
に
、
前
者

が
祖
本
、
後
者
が
そ
の
転
写
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
(1)
料
紙
、
(2)
書
風

（
と
表
記
形
態
）
の
二
つ
の
要
素
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(1)
料
紙　

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
表
具
を
か
け
た
高
瀬
切
の
料
紙
は

本
来
的
な
紙
質
と
は
異
な
る
印
象
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
。
前
掲
ｃ
の

料
紙
の
状
態
が
本
来
の
高
瀬
切
の
料
紙
の
風
合
い
を
示
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
相
応
に
時
代
の
印
象
が
あ
り
、
料
紙
の
視
覚
的
観
察
の
み
で
そ

の
書
写
年
代
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

　

む
し
ろ
、
両
者
を
対
比
し
て
改
め
て
理
解
さ
れ
、
重
要
と
思
わ
れ
る

の
は
料
紙
の
法
量
の
一
致
で
あ
る
。
高
松
宮
伝
来
古
筆
手
鑑
所
収
の
伝
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藤
原
家
隆
筆
切
の
料
紙
は
、
三
〇
・
九
×
四
三
・
〇
糎
で
、
高
瀬
切
と

比
べ
て
二
糎
ほ
ど
天
地
の
丈
が
長
い
。
し
か
し
、
高
瀬
切
は
上
部
余
白

が
極
端
に
狭
く
、
ま
た
下
部
に
は
文
字
が
裁
断
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
箇

所
も
あ
り
、
天
地
共
に
若
干
を
裁
断
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
元
来
は

伝
藤
原
家
隆
筆
切
と
同
様
に
天
地
三
〇
糎
前
後
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

両
者
の
料
紙
の
大
き
さ
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
こ
れ
は
、

一
方
が
他
方
を
模
写
し
よ
う
と
し
た
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
（
こ
の
こ
と
は
表
記
の
面
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
）。

(2)
書
風
と
表
記
形
態　

伝
藤
原
家
隆
筆
切
は
、
法
勝
寺
流
の
書
風
を
色

濃
く
伝
え
る
筆
跡
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
浄
書
本
と
の
印
象

を
受
け
る
の
に
対
し
、
高
瀬
切
は
、
書
風
に
つ
い
て
は
法
勝
寺
流
の
イ

メ
ー
ジ
を
喚
起
し
な
い
。
伝
称
筆
者
と
し
て
「
慈
鎮
」
の
名
が
付
さ
れ

る
の
も
納
得
さ
れ
る
よ
う
な
、
丸
み
を
帯
び
た
字
形
と
墨
を
含
ん
だ
筆

先
の
形
を
残
す
よ
う
な
ぽ
つ
ぽ
つ
と
し
た
筆
線
を
特
徴
と
す
る
書
風
を

示
し
て
い
る
。

　

こ
の
印
象
の
相
違
は
、
高
瀬
切
書
写
者
の
書
の
技
量
の
問
題
以
上
に
、

双
方
の
料
紙
の
差
異
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
伝
藤
原
家
隆
筆
切
は
、

打
紙
加
工
が
施
さ
れ
た
料
紙
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
線
に
ハ

リ
が
あ
り
シ
ャ
ー
プ
な
印
象
を
受
け
る
が
、
高
瀬
切
の
料
紙
は
打
紙
加

工
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
（
あ
る
い
は
打
ち
が
あ
ま
く
）、
墨
が
滲
み
や
す
い
。

　

一
般
的
に
見
れ
ば
、
紙
質
や
書
風
の
点
か
ら
見
て
も
、
高
瀬
切
は
草

稿
風
で
あ
り
、
伝
藤
原
家
隆
筆
切
は
浄
書
本
風
で
あ
る
と
言
え
る
が
、

高
瀬
切
と
伝
藤
原
家
隆
筆
切
の
関
係
を
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
や

は
り
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

両
者
の
書
写
形
態
を
比
較
す
る
と
、
双
方
の
一
致
は
行
取
り
や
字
母

に
留
ま
ら
ず
、
表
記
さ
れ
る
文
字
の
形
や
配
置
、
ま
た
連
綿
の
姿
ま
で

も
が
酷
似
し
て
お
り
、
一
方
が
他
方
を
忠
実
に
模
写
し
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
能
筆
の
手
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
伝
藤
原

家
隆
筆
切
が
、
高
瀬
切
の
連
綿
ま
で
を
も
忠
実
に
模
写
す
る
必
然
性
は

想
定
し
難
く
、
や
は
り
、
高
瀬
切
が
伝
藤
原
家
隆
筆
切
の
模
写
を
試
み

た
が
、
料
紙
の
差
異
な
ど
に
よ
り
結
果
と
し
て
表
現
の
相
違
が
生
じ
た

と
考
え
る
方
が
無
理
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

加
え
て
、
高
瀬
切
に
は
、
重
ね
書
き
を
す
る
部
分
が
あ
る
。
第
四
番

歌
一
行
目
の
十
四
文
字
目
「
な
」（
図
１
参
照
）、
第
二
十
五
番
歌
一
行

目
十
五
文
字
目
「
け
」（
図
２
参
照
）
は
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
文
字
を
書
き
改
め
た
と
い
う
よ
り
は
、
字
形
を
整
え
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
こ
れ
を
草
稿
風
と
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
も
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
が
、
や
は
り
模
写
の
際
の
所
為
と
見
る
方
が
納
得
さ
れ
る
。

　

判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
は
残
る
も
の
の
、
高
瀬
切
を
伝
藤
原
家
隆
筆

切
の
模
写
と
一
応
は
考
え
た
上
で
、
更
に
問
題
と
な
る
の
は
高
瀬
切
の

書
写
年
代
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
関
係
は
、
近
世
期
に
多
く
作
成
さ
れ
た

古
筆
の
模
写
の
よ
う
に
、
原
本
を
そ
っ
く
り
に
模
写
し
た
も
の
で
は
な

い
。
高
瀬
切
は
「
慈
鎮
」
の
伝
称
を
伴
う
が
、
確
か
に
そ
の
様
に
極
め

ら
れ
た
と
し
て
違
和
感
の
な
い
書
風
を
示
し
て
い
る
。
高
瀬
切
の
書
写

年
代
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
室
町
期
頃
か
と
推
測
さ
れ
て
き
た
が）

14
（

、
書

そ
の
も
の
は
無
理
の
な
い
慈
鎮
様
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に
遡
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る
時
期
の
書
写
と
考
え
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
詳
細
に
つ
い
て

は
な
お
関
連
資
料
の
出
現
を
俟
ち
た
い
）。

五　

高
瀬
切
の
全
容

　

前
掲
の
ａ
に
は
、
古
筆
了
雪
に
よ
る
極
札
と
と
も
に
、
分
割
前
の
高

瀬
切
の
全
巻
を
収
め
た
モ
ノ
ク
ロ
の
写
真
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
恐
ら

く
昭
和
十
三
年
の
分
割
に
際
し
、
そ
の
姿
を
記
録
す
る
た
め
に
撮
影
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鮮
明
な
書
影
と
は
言
い
が
た
い
が
、
こ
の
写

真
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
原
本
の
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
に
つ
い

て
も
本
文
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
先
に
も
示
し
た
よ

う
に
、
高
瀬
切
は
現
行
の
『
法
印
珍
誉
集
』
の
祖
本
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
資
料
で
あ
り
、
本
写
真
に
よ
り
同
集
の
和
歌
本
文
の
問
題
に
は

一
応
の
決
着
が
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
の
末
尾
に
全
体
の
書
影

を
附
載
し
た
の
で
、
併
せ
て
参
照
願
い
た
い
（
図
３
参
照
）。

注（１
）
井
上
宗
雄
・
福
田
秀
一
「
法
印
珍
誉
に
つ
い
て
、
付
寂
身
に
つ
い
て
」（
和

歌
史
研
究
会
会
報
12 

一
九
六
四
・
一
）。

（
２
）
兼
築
信
行
「
珍
誉
と
そ
の
世
系
」（
国
文
学
研
究
129 

一
九
九
九
・
一
〇
）。

（
３
）
山
下
克
明
『
平
安
時
代
の
宗
教
文
化
と
陰
陽
道
』（
岩
田
書
院 

一
九
九
六
）、

戸
田
雄
介
「
宿
曜
道
の
院
政
期
―
珍
賀
と
慶
算
を
中
心
に
―
」（
佛
教
大
学

大
学
院
紀
要
34 

二
〇
〇
六
・
三
）、
同
「
鎌
倉
幕
府
の
宿
曜
師
―
特
に
珍
誉

に
つ
い
て
」（
同
35 

二
〇
〇
七
・
三
）。

（
４
） 

原
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。『
寂
身
法
師
集
』
と
合
綴
。

（
５
）『
寂
身
法
師
集
』『
基
俊
集
』
と
合
綴
。
本
文
の
状
態
か
ら
続
群
書
類
従

の
転
写
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
蔵
。『
御
手
鑑 

高
松
宮
御
蔵
』（
貴
重
本
刊
行

会 

一
九
八
〇
）
に
複
製
さ
れ
る
。

（
７
）
①
兼
築
信
行
「『
法
印
珍
誉
集
』
を
め
ぐ
っ
て
―
高
瀬
切
の
紹
介
か
ら
―
」

（
研
究
と
資
料
41 

一
九
九
九
・
七
）、
②
同
「
高
瀬
切
補
説
―
『
法
印
珍
誉
集
』

の
最
善
本
は
何
か
―
」（
研
究
と
資
料
43 

二
〇
〇
〇
・
七
）。

（
８
）
兼
築
氏
自
身
は
、
注
７
掲
載
の
論
文
②
で
な
お
慎
重
な
態
度
を
と
ら
れ

て
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
高
瀬
切
に
は
江
戸
前
期
の
鑑
定
家
・
古
筆
了
雪

の
極
札
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
現
存
本
の
直
接

の
親
本
は
高
瀬
切
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
９
）
古
筆
了
信
「
古
筆
往
来 

慈
鎮
和
尚 

高
瀬
切
」（
茶
道
236 

一
九
四
一
・
二
）。

（
10
）
注
７
掲
載
の
兼
築
論
文
②
。

（
11
）
注
７
掲
載
の
兼
築
論
文
①
、
及
び
『
古
筆
へ
の
誘
い
』（
三
弥
井
書
店 

二
〇
〇
五
）
七
十
―

七
十
一
頁
に
書
影
が
あ
る
。

（
12
）
注
７
掲
載
の
兼
築
論
文
①
参
照
。

（
13
）
注
７
掲
載
の
兼
築
論
文
①
参
照
。

（
14
）
注
７
掲
載
の
兼
築
論
文
①
、
及
び
注
11
掲
載
の
『
古
筆
へ
の
誘
い
』。

﹇
付
記
﹈
貴
重
な
御
所
蔵
資
料
の
閲
覧
と
利
用
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
し
た
個

人
所
蔵
者
の
方
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
京
都
国
立
博
物
館
所

蔵
資
料
の
調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
同
館
羽
田
聡
先
生
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
う
ん
の
・
け
い
す
け　

国
文
学
研
究
資
料
館

・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授
）
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図１　高瀬切 春部4首〔巻首〕（個人蔵）
第2首1行目末尾「て」、第3首1行目末尾「る」は補筆。第4首1行目の14文字目「な」
は重ね書きしている。図3の古写真に見える中央部分の破損は丁寧に補修されている。

図2　高瀬切 雑部1首〔巻軸〕（個人蔵）
料紙の印象が図1とは異なる。毛羽立ちの目立つ打紙加工の
あまい楮紙の紙質を示しており、墨の量の多い部分には滲
みのあとが見える。なお、和歌本文1行目の左横に天地10㎝
程度刷り消しの跡のように見える毛羽立ちが認められるが、
いかなる理由によるかは未詳。

web公開に際し、画
像は省略しました

web公開に際し、画像は省略しました
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図
3　

高
瀬

切
（

全
巻

の
書

影
）

高
瀬

切
 巻

首
（

個
人

蔵
）

に
附

属
の

古
写

真
に

よ
る

。
天

地
は

切
り

詰
め

ら
れ

て
お

り
、

下
端

部
分

の
一

部
の

文
字

が
欠

け
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
る

。
ま

た
、

中
央

部
分

に
点

々
と

黒
い

部
分

が
あ

る
が

、
こ

れ
は

料
紙

の
破

損
箇

所
と

推
測

さ
れ

る
。

web公開に際し、画像は省略しました
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web公開に際し、画像は省略しました
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web公開に際し、画像は省略しました
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web公開に際し、画像は省略しました




